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 質 問 者  阿 部   薫   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

わが町の水道事業は、町名の由来である女川の上

流、鳴野沢、入沢、留野川の３河川を水源として発

し、社会情勢や生活様式の変化、地場産業の振興

策、また将来への水源確保のため、共有取水設備と

して、本町から24ｋｍ離れた一級河川、北上川から

取水し、町全体での「町民サービスの向上と良質で

安定した水の供給」へと進み今日に至っています。 

現況、国際的に新型コロナウイルス感染症が蔓延

し、国民全体として、また町民全員が感染予防のた

め日常の健康管理として、３密を避け、手洗い、う

がい、マスクの着用を実践しています。 

 水道事業について伺います。 

（１）水道用途区分、登録戸数は。 

（２）口径別メーター使用料並びに用途別基本料金

は。 

（３）公平感を保つため、用途別問わず水道基本料

金を限定的であっても軽減すべきでは。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 

１ 水道基本料金の軽減を 
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昨年度の台風19号の災害を目の当たりにし、今月

で１年が経過します。町内の河川整備も、県、町と

予算と事業計画が中々かみ合っていない実情と思わ

れます。 

特に、町内の日蕨第２、３－１共有林、通称２号

橋付近ですが、旧態依然のまま、これから台風シー

ズン、異常気象災害の多発時期を迎えます。 

そこで伺います。 

（１）２号橋は導水管が埋設されていますが、周囲

の所有者との整備計画等の連絡は。 

（２）行政指導と個人財産の管理は合い入れられる

のか。 

（３）上記のような案件は町内に何件あるのか、ま

た対処方法と指導時期は。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 

 

２ 河川整備と治山事業の

整合性は 

 

 

 

 

 

 

 

 


